
揖保川流域委員会 

第１回 流域社会分科会 審議結果速報 

 ◆日時：平成１４年１２月２４日（火）（１４：００～１６：３０） 

 ◆場所：姫路市自治福祉会館 １Ｆ 催しホール 

分科会の主な内容 

１．分科会の運営方法について 

 以下のことが決定されました。 

 ・分科会名称は、「流域社会分科会」とする。 

・流域社会分科会の構成メンバーは、井下田委員、庄委員、進藤委員、田原委員、中農委員、

正田委員、増田委員、森本委員の８名とする。 

・分科会のまとめ役は、田原委員とする。 

２．治水・利水・自然環境の課題に関する情報共有 

 治水・利水・自然環境の課題に関する情報として、河川管理者より以下の項目について説明が

あり、質疑応答が行われました。 

 (1) 揖保川水系工事実施基本計画 

 (2) 利水に関する説明 

 (3) 揖保川の課題 

３．地域社会と川づくりについて 

 分科会の検討の範囲、今後の討論の進め方として次のことが決まりました。 

 

・流域社会分科会の検討は以下の３つを柱とする。 

  ①揖保川の歴史・文化 

  ②人と河川との関わりのあり方 

  ③流域社会と河川整備のあり方 

・今後の検討は、①、②、③の順に行う。 

 

４．次回の分科会について 

 次回分科会は、増田委員、森本委員より上記３の①に関して話題提供を、河川管理者より市街

地における引堤事業について説明していただくこととなりました。 

 第２回分科会の日程は、１月３０日（木）午後を候補とし、再度全委員の日程を調整の上、決

定することとなりました。 

５．傍聴者からの発言 

 １名の傍聴者から、流域下水道の整備及び地下水の水位についての発言がありました。 

 

 

 

 

 

 


